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苗畑における雑草と針葉樹稚苗の

立枯病との関係
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著者の a人佐爆は 1948 年〔昭和 23 年) 9 月 f::J，lfI泉北秋日 Htß山椴村の大川町町、問におけるスギ Ht71i

の立枯病の訓査を行った際，スギ町のみならず， 市床に繁茂するトキンソウをはじめ， 蘇苔むjまでもが

Rhizoclonia 菌によっていちじるしく!売されているのを l恕めて以来， U'i!:1lIの ~'H市と養成前の病告との関係

について注立をはらってきた 1

ついで 1950 年〔昭和1 25 年) 6 月秋田県北秋田郡長木村のf\;野苗畑を調査した際，スギまき{，j床にト

キンゾウがはなはだしく繁茂し， そのところどころが群状に村死腐敗しており， これを調べたところ

Rhizoct仰ia 商によってスギ市とトキンゾウがともに1之され， 催病部にはいちじるしく菌糸が継続、蔓延

し， トキンゾウの腐敗したものには，多数のThIT伎が形成されているのを認めたの

また，ある首脳においては病者予防のため休同地としている古床において繁茂するにまかせた制l 草が，

はなはだしくこの商に伝されているのをしばしば rr 撃したュ

さらに，ある首脳では羊告を防ぐためと柏、して除草を rl:) J[: したため， lj]が雑草によってはなはだしく彼

圧されて， iYl も併し草もともに Rhizoctonia 簡に 1売されているのに迦辿した これ以来者去らは林業苗畑

におけるこの方面iの研究も必変ーであると痛感して本研究に着手したのである

この{iJげEはひ1 伝説~:続 rl' のものであり，一部はすでに rl"間報行(佐藤・太日1 1951) したが， その後の成

果をも加えてここに公表することとするの

このおjを31するにあたり，懇切な指導と 1~IH)Jを賜わった伊藤-14J 同士，悶場前換の実施にあたり，裕別

の便宜と侵B)Jを賜わった I[~I山i般常林E町引府銃一.lí:，古家儀八t![~氏 Jこえすして深誌の謝意を泌する J

I 首畑雑草と立枯病の発生についての園場観察

1日48 {[・ (n百和 23 1[ミ〕以来著者らが秋川常利、局管内各自林暑のl'îí1:lrrおよび -j;[í私有古畑の現地ポ査を

行った結果:によれば，百畑幸rg草が封葉樹首の本病の発生をはなはだしくしているのは，日覆下のまき付床

の場合で， ]末替百においては比較的例が少ないり環墳からみて空中および土壌湿度が高く，日照が少ない

場合，季節からみて梅雨期，その他の高温多湿期にL 、ちじるしいこ以上のような環境下においてトキンソ

ウ p ザクロソウ， メヒシパ，コニシキソウ，ジシパリ，ヒメジヤプケなどをはじめとして多種類の雑草，

蘇苔類が密生すると，まずもっとも権病しやすいトキンゾウ，ザクロソウ，コニシキソウなどに発病し，

これが拡大蔓延して養成苗および多種績の雑草，蘇苔~mをもいちじるしく侵し，あるいは養戎苦に発生し

(1) (2) (3) 秋田支場保護研究室
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た病害が継:慣にも伝染2主主![して W[i与を増大し，まき f、1・ ùlr1ミのところどころに糾地を~t:ずることさえまれで

f.tなL 、。

1951 年(昭和 26 ，n 8 刀 3 ， 4 日の大館営林署管内代野 l古川， 山i似色白村:署管内大川町一位 rlllにおける

大雨直後の調査によれば， 冠Jkあるいは雨水の停滞した111 床ーÌJ'IÎに繁茂していたトキンゾウ ， l(!(，苔&]が

Rhizoctonia solani にいちじるしく此されて腐攻しており，スギ[住111 も相当侵されていた J

1953 年(昭和 28 年) 8 n の安世間分場直ï t-IUおよび角館Jli-4~休明町内向屋[町田における訓告によれば， F~í 

7kの停滞する個所のジシバリやザクロソウがし、ちじるしくいされていた。

また羊ばつ時にスギ，カラマツまき{-J床の除草を中止したため， ザクロソウ， トキンソウなとが繁茂

し，これらの来日草とスギ紅前がともに侵されていることもあった。

111 除草と立枯病発生との関係

雑草と養成苗の Rhizocfonia による立枯病との関係を矧lるためにつぎの試験を実施したJ

1.試験地

(1) 白畑名称p 所在地.. ..111制官林署大川日苗畑，秋川県北秋川郡山瀬本!大字岩瀬字大川目

(2.)苗畑の沿革 .1927'1' cr昭和12 年〉小柴の繁7交した)lj(lllýを開怒し， 1928 年(昭和13 'Iô) から使IIJ

(3) 首畑の環境目.. .総国債 2.650 ha，傾斜度約 2~3' ， í刷1i.高 180m，日あたりはあまり良好でなく

陰湿である。土援は火山氏土で，表土は暗黒色 60~80cm， ド刷工制移的責褐色，ところどこっ lこ湿潤地

があり p がし、してj丙害の発生しやすい環境で， 1948 1f (昭和123 if)にスギまき付 m床 2， 114 m~ に

Rhizocfonia solani による大被害の発生した例がある υ試!~i也はこの古畑の一角の平坦な個所に設定した

2. 試事長?ならびに試験方法

1951 年(昭和 26 午) 4 月 27 ， 29 日基肥として， 0.1 ha 当り恥肥 5 ， 625 kg，草木氏 1，，0 kg , j凶燐

酸石灰 37.5kg，硫酸アンモニア 15kg，石灰窒素 26.3 kg 施川して床作りし， 5 月 2 日スギ糧子 1 kg 

に対して 12 g のセレサンを塗抹し， m3 当り 35 g 常法によってまき付けた。 種子は上小阿仁償f*'持管

内突然生林から 1949 年(昭和 24 年〕採取し，長走風穴に貯蔵したものであるご発芽開始は 5 月 22 日

で， 6 月 3 日覆藁な除去し， 6 月中旬発芽がでそろった

6 月 16 日，この試T主主予定地に第 1 表に示す試験区を設定，各区 1 m 2, 6 区制の乱塊i'iミによったc

この試験地設定H干の4，lf埠の繁茂状態は床面を約 5% 引見極し， i'11'[LI: (7)概況はつぎのとおりであった

第 1 表 試験地の[:会草回数

Tabl巴1. Frequency of weeding in the 

experimentaI plots. 

除草川数 l 

Frequency of 
weeding 

4 [D[除草区
Four times 

3 [Jim余草区
Three times 

1 1"[除草区
Once 

対照区
Check 

草除月日
Date of weeding 

20(Yl'51 17/VII'5I , B/illl'51 24/¥111'51 

do. do. do. 

do. 

ヒメムカシヨモギ.... 0 ，ェヅノギシごドシ. • 

.0 ，ツユクサ.. • • r" コウボウ... r ，イネ

科の 1 種.目.. r ，イヌタデ. •• r ，ノミノフス

-::{.. .. r ，ツメクサ.... r , メヒシノペー r , 

ヒルガオ.. •• 'vr, すオイタドリ... .vr, チド

メグサ... vr，ス号レー・. vr , ヨモギ‘... .vr, 

ニガナ •• vr , ゲ、ンノショウゴ・ー.. vr, コケ

オトギリ.... vr，オトギリソウの 1 種.. ..vr, 

オオパコ.... vr, アキタフキ目.. .vr, ヌカキ

ピ.... vr, スズメノテツポウ.... vr, コブナ



ú'jj:II]:~おける争[1江戸と針葉凶枇-mの立拾がJ との関係 (佐漆・太[1]・応可〕 ←ー→つ
リ

グサ.・.. vr，アカザ... .vr，イヌコリヤナードー .vr

i'�:. 陀tm芝% va=80~ lOO ， a=60~79 ， f=10~59， o=20~39 ， r=5~19 ， vr=5 以ド

試'j'ß(JtJJ!!iJ r!-r ， 5 斗式ボルドウ淡を 6 rJ 3F:L 7 月 17 日， 8 刀 3 日 iこ撒布し， JÙ~r:として 6 月 16 日，

7 刀 18 日の 2lfr]荷f滞FR，E':を 1JÍII )1j した 日彼は 6 刀 16 日カ h ら 9 月 6 日まで bi[ 1はした、

3. 試験結果

8 刀 4 日 r!j !r iJ，]j，~j1f.を行った際の試験地内のネfI草の繁茂状態;工第 201<のとおりであり，事lにl立の種Ui ごとの

被越度はつぎのとおりであった、
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第 2 災 試験地内の事W )'11:の繁茂状態

Table ?. Overgrowth of weeds i 口 the experim巴nt旦 1 plots. 

4 川除草区
Four times 

3 1"除了-x区
Thr巴e times 

I 1"1除草区
Once 

対照区
Chec!, 

J[ 

l¥f 

IV 

V do. 

YI do. 
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41'0除草区.. ..オオバコ..目. r ，スベリヒユ.. .. r ，ザクロソウ. • .. r ，ヒメジヤゴケ.... r , '/メクサ.

. r , トキンソ市 .0 , コケオトギーリ.... r ，エヅノギーシ zドシ ....0 ， ヌカキピ.... r ，ムラサキサギ

プケ... vr，コウボウ.... r ，認'fJ1íj.... r , コケ主目.. .. r ，ヤノネグサ....vr. 

:q月除草区..目白メヒシパ... r , トキンソウ.... 0 , チドメグサ.ー.. vr, スさレ .. vr , ザクロソウ

.0 ，ゴケすト"".リ.... vr，ピメムカシヨモギ.... r , ゴニシキソウ p ヒメジヤプケ.... r ，解額...

r ，コウボウ.. .. r ，苔慰j.... r ，スベリヒユ.. .目 r •. 

1 日除草区.田..ヒメムカシヨモギ ....0 ，イヌヒーェ.... r , メヒシバ.... r , ヌカキピ.. .vr，ザクロ

ソウ.... vr, ヒルブfオ. . .. vr, 十オイタ l、 1) •••• vr , ノ T ノフスマ.回目.vr. イヌタヂ.... r ， γ メタサ

.. Vf, コニシキゾウ....vrJl アキメヒシバ . .vr , サナエタデ.... vr, トキンソウ... r ，ェヅノギ

シギシ.... r ，コナスビ'.. ..vr, キンエノコロ.... vr , コウボウ.... vr, オオニワホコ 1).... r , ツユ

グ Ij-.... vr，オオバゴ.... vr，コケオトギリ .. vr，スペリヒユ.... vrハ

無/;，'[;J官区〔対照区〕ヒメムカシヨモギ ..0 ，メヒシバ.目.. r , トキンソウ.... r , ザグロソウ....

r ，コケオトギ 1) •••• vr, ゲンノショウコ.. .. vr , エヅノギシギシ.... 0 ，イ 1 ピェ... r , オオニワ

ホコリ... .vr, イヌタ手ぺ... r ，コウボウ .. vr, スベリヒユ.... vr, ヌカキピ.... vr, コニシキソウ

... .vr, ヅメグサ.... vr, スズ、メノカタピラ.... vr , アリノトウ Fサ... .vr, ヒルガオ.... vr, ノミノ

フスマ .. vr, スミレ... .vr, アキメヒシノて.... vr, キンエノコロ... .vr, オオ，.コ. ... Vf，チドメグ

サ... .vr. 

雑草とスギ首の.þílì病状態を第 3 ， 4 表に示すーこの病/!f(菌は Rhizoctonia solani と認められた

9 月 13 日の，Ji~:査でも試験地内の刺草の野茂状態は前回と大差がなかったが，大多数のi;l'i!jf:(;t結実して

いた。雑草のi陪病状態でいちじるしい斐化は無除草区 1 同床答区においてはトキンソウやヒメジヤコゲ

が消失していることで‘あった。

同日雑草をてL 、ねし、に引き抜し、て調査した結果は第 5 決のとおりである。

第 3 茨 試験地内の雑草の権病状態 4/¥111'51 

Table 3. Weeds infected by Rhizoclonia solani in the experimental plots. 

i憶病w皮 l 
DEEree of! 椛病'1W 草

Infected weedぉinfection I 

l ヌカキピ(伊Pσ“山J比C仰 bisul
I (件AgroωstれÎs Mcts幻llnlU何eめ)， コウボウ (Hicrochloe cdorata) , コケオトギリ (HyþρE昨削riωcαω;2刀1μt削仰m 1 

+ト f川 jaρDl1 iたClt附 Tl日川IUD. fcr門11刊仰f似a yabeiη) ，イヌピユ (A附ιra向tμhus Blitunz) ， ツユ F サ (Ccω印11

i CαC附問u仰msゆ)，オオパコ (Plantago major L. var. asiatiιa) ， オオイタト、リ (Polygonu:n

l 附haline封'se) ， イヌタヂ (P. Blunzei) 

(Ji ザグ打ロソウ (M.山g伊o s仰札 エヅノギシギシ(但Rz叫4仰附me叫X 0ωbtt叩fμμ01山1
↓ι+ ': (P ortul aca deracea) ， ヒメムカシヨモギ (Erigeron canadensis) ， アカザ (Chenゆdium

albu:m)， ツメグザ (Sagina j.7ρ川同，コニシキソウ (Eゅhordia m7culata) ， メヒシバ

I (Digita打。 ciliaris)

r , トキンソウ (Centiρeda minima) , ノミノフスマ (Stellaria uliginosa Mumt.. var. 
+ ++ \'、

L l 仰向lata) ， ヒメジ、ヤゴケ (C仰oce仰lus 叫radω11仰
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第 4 表 スギ佐)百の慌病状態 4/Vln'51 

Table 4. D巴gree of infection of “ Sugi" s己巴dling式 caused by R. s?lani. 

iヨ locl王，

除草間政
Frequency 
of weeding 

4 刊除草区
Four times 

3 回除草区
Three times 

+ 

J[ II[ 

+ 十十

++ ++ 

1¥- V 

ート 十十

+ ++ 

- 5 -

¥'l 

+十十

++ 

1 jïïl除草区
Onc巴 +++十十 十+++ ++++ ++++ ++十++

十+

対 f~長[乏
Check 十+++ +++++ +++++ 十+++ ++++ +十「寸寸一

~\ 5 表 除草とスギ古'îの立1;1;病の発生との関係

Table 5. Relation of we色ding to the occurrence of damping-off of “ Sugi" 

seedlings caused by R. solani. 

k'J己右 Wi Remai ned seed 1 i口gs

一1戸一0戸

除草!il!数
Frequency 

。f

weeding 
JZ15話会 i詰ι!i:ι宇部lif!jfTtfR

lseed-l ugE lseedling branchlweight-weight 
ling� ， ~vv""'"51 '_'U ,"v" I of top ()f root I 

40回ur除t草111区I￡ 1 

U /fυ 二 ~0 I U /U C g g 
1, 073 32.8ネ 13.0ネ 54.2ネ持 5.4ヰド 1. 0*ネ 1. 2*ネ 0.3*ネ 4.0料

3 1"[[.徐草区 978 32.0* 14.1* S3.4*埠 己 _4ネ水 0.8*坤 1.1 ドお 0.3*ネ 3.6場*
Three times 

Ililυi除nc草E区 1, 035 46. I I 26.5 22.9 4.6*ネ 0.5ネ 0.7 0.1 7.0 

対照区 1 ， 085 51 η0.3 18.0 4.4 0.3 0.6 0.1 6.0 Check ・ IJ 0V.0  

キ .. 5 ?IÓ の危険率をもって手~-~己; 料....1% の危険率をもって有，古

この結果によれば， iì'j失百 :t ，1事，病市ともに 4 回除去I区 (5 [íl i店主J'江区)， 3 削除草区に少なし無除草区，

llJ] 1除ゴJ〔区に多い

これは刻i了再の繁茂により，スギ首が抑圧されてぷふj し，これに加えて球境が陰却になるために被吉が一

門はなはだしくなるもののようである y そして 4 凹除草区と 3[8]除草区との :Uj ， 1 [III[京草区と Jnt除草区と

の IIJjにいちじるしい7Xiがないことは， r~;j温多ì1ú~{tJjの[:;目立がとくい必裂なミとを示しているに

W 雑草から分離した菌の病原性

著者らは雑草から分離した菌の病原性ぜこ差異があるかどうかを明らかに j るため，つぎの接種試験を仔

った。

A. 針葉樹稚首に対する病原性

1. 試料ならびに試後方法

供試菌系は第 6 表に示すとおりであり，比較のため針葉樹首および広葉樹首から分離した蓄をも供用し

た。なお，イネ科の雑草から分離した菌による接種試験は今後実権の予定であるご供試樹種はアカマヲお

よびクロマツとし，アカマツは 1952 j[ﾔ (昭和 27 年)花輪営林署管内産種子をp グロマヅは秋田営林署

管内男鹿経営区産種子を用し、7こご
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第 6 茨 j支援試験に川いた菌 !t!ミ

Table 6. Isolate~ of R. solani used for the inocul日tion experil11e口ts.

分離 i
plotl 寄 主 J采築地 1_1p.月日分離者

Host Locality 'Date of Isolater 
'isolation 

il JJJJLL 三onch町一一一is L ム州nosu.s 1 秒、[1 1 ，院内 ~nnai ， 'Akita: 2:;X'521-~ATÔ 
BI ト寸ンソウ Centiþedα nÚl1 i附2 f火 [11 Akita 125(¥'1['521 

C カタノござ Oxalis cornicu.lata do. 1 1(¥111'52 i 

do. do. 1 

E \"f7 ロソウ lVfc官fr:山 秋f1l，問 Ko同地ita126M21
I JハU、五JιイJι113;Lif 官滋Z;勾;z:;幻Z;ア:ケm teω日ωellμJ仰 F附I l e t ( 駄初仰削肌n川叫11凡L 院|内削村引Inn叫1冶a
!シロバナムシヨケギク Cνy戸Sα仰似引μitl<仰um ciιM仰e町r何附Gω，円川川'l引lll，どαJ貯 i 山形， 釜創~H1 υ1:>刀/X'52 12到1 
~~ IK王amabuchi吋i ， Yamagata I '" ~ V~ ， 

H\ ヒメキンギヨゾウ Lμ1削打.α 坤αar山 1 秋I川L! Aki凶it凶a 1げ爪/ハ\111'臼

1 I ヤシヤプシ Al印珂仰uωslρJ問附宮叫α l 山形， 釜釧釧釧訓m淵:1. " _ _. _ I片叫3(川X ，d グ
JI  Kamabuchi , YarnagataJ| 

山形，栴ケ崎 ¥ 28(X '52: ﾔ'l'A 
lumga叫山 Yamagata I ~U，，~ V~ 

do. グ 1

D い、コベ Stellαγia nI?dia 

J I リギ F マツ Pinz招 rigid2

KI スギ Cγyþto11'leria japonica 

第 7 表 雑草から分離した菌の針葉桜lH!;ï'tiに対する病原性

53つ

B 720 

P. d. " 704 
P. T. グ 551

Table 7. Pathogenicity of R. solani isolated from weeds on coniferou云 seedlings.

倒伏担 llQ害

目川配0悦t I K王Gιi
sowed im町古口一 刻V:I\ 30/川 6ハTIl l仇 11: T~ぬ1 lï~二;I1・

アカマツ l 本 本 本 木 -;j~ % 
:..: :'_.._:n_.._. 1, 000 452 127 77 53' 76 303 76.2 

A p._inus ~ensill ora 
l グロマツ

I P. Thunbergii 

P. d. 
P. T. 

P. d. 
P. T. 

P. d. 
P. T. 

P. d. 
P. T. 

P. d. 
P. T. 

P. d. 
P. T. 

P. d. 
P. T. 

P. d. 
P. T. 

P. d. 
P. T. 

P. d. 
P. T. 

66己

C 
818 
",92 

D 
820 
711 

E 
71j 
591 

515 
457 

F 

G 
613 
634 'l 

H 
326 
230 

'/ 

664 
462 

J 627 
549 

K 
ワ
J
ζ
U

ハU
7
J

V
J
R
υ
 

Check. 

316' 62 42 5正 8 85.7 
116 89 39 394 85.2 

58 158 50 346 I 62.0 
16 138 72 349 1 69.5 

218 111 29 543; 82.0 
48 1 136 106 371 I 69.7 

o 0 0 0 0 
o 0 0 0'  0 

147 

f
b
Q
ノ
只

J
R
υ
q
U

9

2

8

O

B

 

I

-

-

41 

108 
84 

150 
135 

209 1 76 
69' 19 

21 291 
47 181 

148 
150 

80 
123 

185 
81 

0 
0 

。

112 
21 

212 
9 

-
企
勺
，a

ヲ
J
-

59 
26 

39 
29 

137 379 67.2 95 

161 
122 

128 
146 

597 81.7 
418 65.5 

14 
54 

33 
50 

2

J

 

ヲ
d

『/
4・

A
せ
η、
υ

374 
218 

399 
253 

40.2 
35.0 

160 
66 

85 
139 

141 
180 

166 
124 

474 
414 

67.7 
70.0 

118 
131 

46 
35 

353 
330 

66.0 
72.2 

116 
91 

67 468 75.2 
228 407 64.5 

9 324 98.5 
o 2己 o 100.0 

つ
u 

フ
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この擬極i式投には伊藤・紺谷 (1951) の考案した木筒 (4分板製 17x 17x9 cm，底'--=-n'r径1. 2cm の排

水孔を 4 ftIIT穿つ〕をj円い p この千百に畑!也のt1~土をつめ，ホルマリンで土壌消毒を行った後， 5 月 25 日あら

かじめ馬鈴落'jl"~史的主主111;に 7 日 íHjJ::\:挺した各菌系の菌設を 1 cm2 の大きさの制片とし ， ~(:ã 1 つにつき 3

寸シヤ{レ 2 仰分ずつ土1'J)[の上に均等に;fv.ベ，この上に殺菌土壌を 5mm の厚さに叡土後J散水し， 菌糸

の主主主i[;をはかったc 5 Il 29 日に五り，菌ヲれが地問lこ主主延してきたので， 0.1% 昇氷水で表「凶ìTJ議後水iた

したアカマ γおよびクロマツ種子を， 午百の地面を 2 等分して各 250 粒ずつまき付け， 4mm の序さに復

土し， t&菌水をj散 !K した その後も実後期I! il巾乾燥しないように隔日撒水したョなお，この試験は 4 区制

とした

6 月 12 日にはアカマツ， 16 日にはクロマツがそれぞれ発芽を開始し 6 月 18 R にはアカマツおよ

びクロマヅ -wはともに催病{rl!{k-;j-るものが認められたr 第 1 !'lI.iI!â:íをはそれから 2 日後の 6 月 20 日に行

い，その後1)1\; 日調査を行い p 擢病苗はそのつど除去した

2. 試験結果

7 月 12 日までの調資結果をあげると第 7 表のとおりであるに

この結来において発芽ギの大1)、は:地中腐敗型被告の大小を示すものと考えられるのであるが，アカマサ

ではムシヨケギクの菌とハ千ジョウナの菌のほかは，いちじるしい彼害をfJ.1わさず，またクロマツではム

シヨケギクの菌だけしカ品、ちじるしい被予?を現わしていないコ これは対照区の発芽がなに点、の版図のた

め，比較的不良であったためとも考えられる

倒伏湿!被害について有志の差があるものをとりだして比絞すると第 8 ， 9 表のとおりであるつ

第 8 表 アカマツ首に対する各菌による被芹の比較

Table 8. Comparison of the postemergenc巴 -ct旦mage of P. densiflora seedlings 
caused by various strains of R. solani. 

H 1 K A B G 

C ※ \pqろsイミ

D ※ ※※ 3ミグ

E 

F 

J 

，
川
ヘ
ゾ
九
\

燃
料
※
※
※

※ 

※※ 

※ 

※※ 

第 9 表 クロマツ官{に対する各菌による被告の比較

Table 9. Comparison of the postemergence.damage of P. Thunbergii seedlings 
caus巴d by various strains of R. solani. 

A¥B  E[F  G H 1 J K 

A
B
C
D
E
F
G
I
J
K
 

※※ 
※※ 

※ ※ 1 ※※※ ※ ※※ ※ ※※ ※※ ※ ※※ 
※※ ※ ※※ ※ ※が※( 

※※ 、P♂旬、? 4\乙・/ 丈 ※※ 

※ 
※※ 
※ 
※ 
※ 

※ ....5%の危険主与をもって有意 ※※・・・・ 196の危険率をもって有意

Significant at 5 % level. Significant at 1 % level. 
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この結果をみると，各菌系fllJ1日土病原性にかなりの7:ki:が訟められるつまた，アカマヅとクロマヅに対す

る病原性の問にはわずカ、の差があるが，いちじるしい差ではないようである。

B. メヒシパに対する病原性

1. 試料ならびに試験方法

植木鉢に壌土をもり， 1953 年 7 月 10 日，畑地に自生するメヒシノごを掘りとり 1 !体当り 5 株ずつ移

植し， 700 倍ウスノルン液を溜dさしてlE と土壇の消175を行った。これを戸外において:官清したところをみ

はからい， 7 月 22 日に援額を行った。

接種方法は殺菌水でメヒシバの葉鞘を洗縦し，その部分にあらかじめ馬鈴薯寒天培養基に 1 週間培養し

た各菌系の菌叢を 5mm2 にきりとって接着させ，ガラス鏡をかぶせて乾燥を防いだ~

2. 争力験結*

接種 2 日後から各区とも病2さをおこし， 病斑は黄色ないし!火3電話色に愛色し， 紋枯症状l主主しなかっ

たこそして 2 週間後には各区とも全保枯死したが，探陸後 5 [31-1 の憶病状惣を示すと筑 10 夫のとおりで

ある。

第 10 表 各菌のメヒシパ i、二対する病JE(性

Tabl巴 10. Parasitism of R. solani isolate::¥ from weeds to Digit:zrZa 稷iaris. 

分離淑寄主
Host plant 

l 権問皮Degree of 
pathog巴nicity

カダノ寸ミ Oxal is cornicul ata 卜十ト

ハコベ Stellaria media +十

ハナイバナ Bothriosρermum tenell仰2 Frscn et MEY. V.:lY. aゆrugoides + 
シロバナムシヨケギク Chrysanthemum cinerariaefolium 十十十

ヒメキンギヨソウ Linaria bi�artita 十十

ヤシヤプシ Alnus firma ト

リギ〆マツ Ph?us rigida 十ド

スギ Cγ型争Itomeγiα ja台onicα TT  

V 要結

この報文は苗灼1雑草と Rhizoctonia sol.?ni による針葉樹'fHn'I'i の立枯病についての:i~践さp 回坊主叫食料品，

苗畑の雑草から分離した商系のアカマツ，クロマツlイtì'Bおよびメヒシバ iこ対する接種試検出来をのべたも

のであるへ

1. 白川l初日手が養成百の立1古病を誘発する原因としては，つぎの 2 点が7号えられる勺その 1 は 160 余種

の1tfÍ物を侵すと称され，きわめて多犯性で、ある Rhizoctonia solani ìこ対して， 事i仁年土中には養成苗左共通

寄主であるものがはなはだしく多いことであれその 2 は雑草の繁茂は主応白を被庄して虚弱にしp きわ

めて椛病しやすい状態に生育させ，さらに病菌の繁嫡，病害の発生茎延に.@した殴尽な環境を作ることに

あるものと問主害された。

古川羽D~がこの病害の発生にもっとも大きな関係を有するのは，日桜一ドのまきイナ)択においてであり p と

くに環境が陰湿な場合にはなはだしく，季節的には高温多湿期にいちじるしい。

2. 以上の観察を実験的に確かめるため，除草間数とスギ古の Rhizoctonia sclani による立枯病との
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関係を悶場開設によって調べた その結果は除草回数の少ないほど，すなわち，雑草の繁茂がし、ちじるし

いほど，スギ准 1'Liおよび雑草がはなはだしく位され，なおまた1高温多湿期iこj;;í号車を I子わない弘合iこはとく

に被害が多いことが明らカ hになり，これは圃場観察結果と一致した また無病;告についてみても，初草に

被圧されたWïf:J:.虚弱で"I1!\病しやすい状態に生育することも実証されたす

3. ~，!fj~iから分間住した菌のアカマツおよびク口マツ唯 j'Li ìこ対する後種試決の結果は，雑草や草花から分

離した菌が針誕樹首からのものよりも病原性ヵ:小であるとは限らず，各商系の病原性の大小は分離ì});[寄主

の種mによって選tR性のある事実は認められなかった。これは桧本 (1921) ， Sρn:EL ， GAIWE'1"1'(1932) , 

RrCJJT゚ll (1936) , S~lI'l'H (1945)，明日山・山I'þ (1950) の報告とは異なり，伊藤・紺谷(1952) の怠見

とほぼー致する。

4. メヒシバに対する接種弐喰の結果によれば，各荷系とも強い病原tl:を現わしたが，終結症状を呈し

なかった。

Prl'lGR, COE' (1919)，伊藤・紺谷 (1952) の椴告ならびに者'f雪らの突後，在日祭結果から，前例におけ

るイネ科の約草も Rhizoctonia solani 、こよる立枯病に対して共通の寄主になることが考えられる
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SM1'l'H , O. F.: Parasitism of Rhizocfonia solani from alfalfa. Phytopath. 35, (1945). 
佐燦邦彦・太D1 昇:苗畑に於ける品!f草と病害の関係(第 I 報〕一-Rhizocfonia 属商について一一

材、試秋川iZ場研究時報， 2, p. 1l~20，昭 26 (1951). 

Explanation of plates (図版説明〉

Rlate 1. 

Relation between th巴 frequency of w告eding and the OCCllrrence of damping.off ()f “ Sugi" 

seedlings callsed by R. solani. (除草回数と立枯病発生との関係)

A. Four times. (4 同除草区) B. Three times. (3 回除草区) C. Once (1 回除草区)

D. Control. (対照区)

Plate 2. 

Results of iロoculation experiments by various strains of R. solani isolated from weeds 

to pine seedlings (Pinus densiflora and P. Thu日bergii) (雑草から分離した R. solani のア

カマヅおよびクロマツ稚苗に対する接種試験結果〕
A. by the isolate from Sonchus arvensis L. var. uliginoszω. (ρチジヨウナ〕

B. by th巴 isolate from Centゆeda minim:z. (トキンゾウ〉

C. by the isolate from Oxalis corniculata (カタバミ〕

D. by the isolate from Stellaria media (ノ\ゴベ〉

E. by th巴 isolate from Mollugo stricta (ザグロソウ〉
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F. by the isolat巴 from Bothriosμ円河即日 tenellum FJRClI. et MEY. var. as戸間goides (キ

ウリグサ)

G. by the isolate from Chrysanthemum cinerariaefolium (シロバナムシヨケギク)
日 by the isolate from Linaria biρartitα( ヒメキンギヨゾウ)
1. by the isolate from Alunus firma (ヤシヤブシ)
J. by the isolate from Pinus rigida (リギダ、マツ)
K. by the isolate from Cryρto回世ria jaρonica (スギ)

L. Control (比絞無接種)

Photographed on July, 12, 1953. 

Kunihiko Sλ 'I' Ô ， Noboru 0'1',1 and Tsugio SlI�;rr: Relation between Weeds 
and Damping-off of Coniferous Seedlings Causecl by Rhizoctonia 

solani in Forestry Nurseries. 

R駸um� 

The present report cleals with the results of the following experim巴nts and 
fielcl observations: the relation of the overgrowth of weecls in nurseries to the 
occurrence of clamping-off of coniferous seedlings causecl by Rhizoctonia solani 
and the pathogenicity of R. solani isolatecl from weecls to pine (Pinus densiｭ
flora , P. Thunbergii) seecllings ancl Digitaria ciliaris. 

The results obtainecl are summarizecl as follows: 
1. Uncler dark and moist circumstances inclucecl from weecl overgrowth 

many species of coniferous seecllings, as well as various weecls , were attackecl 
by R. solani. Among the weecls, Centiρeda minima, EUjりhorbia maculata, 
Mollugo stricta , Lactuca stolonifera ancl Conoceρhalus suρradecomjうositus were 

very susceptible. 
When the seedlings were too much shaclecl, the overgrowth of weecls worked 

influence eδpecially on the occurrence of the disease. These heavy losses occ・

urred cluring ﾙe periods of higher temperature ancl higher relativ己 humidity.

2. The results of the experiments on the relation of the weecling frequency 
to the occurrence of clam;Jing-off of Cryρtomeria jaρ:mica se己cllings causecl by 
R. solani were shown in Table 5. 

These results inclicate that the clisease broke out more severely in the plots 
wher巴 weeding was reclucecl ancl weeds overgrew than in the plots weeded 
frequently ancl the clamage was large in the plots where weeclings were reduced 
in the warm ancl humicl seasons. 

3. Th巴 parasitism of each of many isolates of R. solani to P. densiflora 
and P. Thunbergii was examined by artificial inoculations. 

Among the巴e isolates a large range was obserbe� in the virulence of 
pathogenicity. 

There was no remarkable difference in the susceptibility to R. solani between 
P. densiflora ancl P. Thunbergii. (Table 7, Plate H). 

It has b巴en reported by several investigators that R. solani is more virulent 
on the host from wich it was originally isolated than it is on a different host 

species, but the result of the inoculation experiments made by the present writers 
does not concicle with this conclusion. 

4. The pathogenicity of these isolates of R. solani to Digitaria ciliaris 
was also proved by artificial inoculations , being heavy in its virulence, though 
all of these isolates did not cause the sheath spot on the h08tS (Table 10). 



-Plate 1ー



-Plate 2-



市川11におけ、る雑草と針葉樹陛ï'8の立問病との関係 (佐藤・太fl1・庄司〕 13 

附鋒

苗畑における Rhizoctonia 菌の寄主雑草目録

Host weeds of Rhizoctonia spp. in forestry nurseries. 

Rhizoctonia sola目 i と ωγtici叫昨 Sasakii ヒはìfU外にお L 、ては区別せす C. vagu:n (Rhi zoctonia 

solani) としているのであるが，わが国て、は別種とされているごそして Rhizocfonia solani は 160 余

種の植物Jを侵すと称されているが，わが国においてはその寄主目録を報告したものがないようであるご

著者の一人佐藤は 1948 年以来-!'ì'jj:IUにおいて宍然状態で際病する雑草の調査を行っているのであるが，

現在まで得た寄主 !11，止をつぎに掲げるコ

この目録トこは一川被1古 j11自物主木本を含むが li'i tl1lおよび二れ Iこ準ずる個所において採集したもののみをあ

げたごまたイネ科の来fI平については，明らかに紋枯症状を呈するものを除外した。

キグ手2ト Compositae 

1. トキンゾウ Ce問刊ntiφρeばda 附1珂附IけF附押αO. KuwJ'ヨ川Z別Iお1つ，. イ代t野1面h

市 18町/V\刈1ド'.')臼2 ， 25/V\[53，釜淵分場面i1:lU 5/ IX' 52，高度目1:1l1 16/!X' 52，院内市川 14/X官，荒川村(秋

田) 5/\\'52，新P可官i畑 16/x'52.

2. ジシ pごリ L7ctuca stlonife問 MAXTM. 釜淵分j7317j畑 11/町53，高屋 rj'jj:1U 21/ X '53. 

3. ヒメムカシヨモギ Erigerrm canaddensis L. 大)i旧苗畑 4/lffi'5 1.

4. ノ、チジョウナ Sonchus orvensis L.下内沢ï'i'ii:1 1I 15/JX '51, 林台首tlll 17/IX'51, 院内苗畑

14/X'52 

5. シロバ介ムシヨケギク Chrysanthemum ci打cl'oriaefolium Bocc. 盗洲分弱古川11 1/11¥l '52, 
ρ11/\111 '53. 

6. ヨモギ Artemisia か-inceps P AMPAN. 秋川市 25/VU'53.

7. オニノゲシ So四chus asρer (LrNN.) HrLL. tl川市 25/刊 '53.

8. ヤグノL マギク C問taurea Cyan附 L. 秋凹市 1/HI\'52.

9. アメリカセンダ、ングサ Bidens frondosa L. 歌川市 20ハ狙 '53.

オオパコ科 Plantaginaceae 

10. オオバコ Plar:tago m:Jjor L. V:1r. asiatica DJωXE. 大)11 目百問 4/VII'5 1.

ゴマノ./' )f'. サ科 Sclroρ/udariaceae 

11 ムラザキサギゴケ J'VI azlts stolonif er MAKTXO 院内百焔 14/X'52.

12. ヒメキンギヨソウ Linaria biρartita Wrr.J，.秋~11市 1/市'52.

ナス科 Solanaceae 

13. γ クパネア小ブf ォ Petunia hybridαVU，M. :f:火 [11 iIJ 1/HII'52. 

ムラサキ平，1. Bo仰ginaceae

14. ハナイバナ Bothriosjうermum tenellum FIRCJT. 巴t MEY. む日r. asρerugoides MAloM. 

ヒルガオ科 Convolv百laceae

15. ヒルガす Calysteg;a hederc1ceae WAJ，r..大川目的畑 4/11II '51，高度前畑 10/1111'53.

サクラゾウ科 Primulaceae 

16. コナスピ Lysimachia japonica T:r-!U~D. 大)11 i~r 苗畑 4/\m'51.

オトギリソウ科 Guttif errte 

17. コケオトギリ Hyρericum jaρonicum THUXB. fcrma yabei M，\KTNO 大)11 目古畑 4('1111'5 1.

トウダイグサ科 Euρhorbiaceae 

18. コニシキソウ Ezψhorbia m:1culata L.高屋苗畑 14/\11'5 1， 大)11 !]首畑 4/\1ll '5 1， 釜間i問焔

1/刊11'52.

カタバミ科1. Oxal idaceae 

19. カタバき Oxalis corniculata L. 秋田市 18(VII'52.

マメ干斗 Leguminosae 

20. ハギ Lesρedeza bicGlcr Tl'HCZ. 叩r. japonica NAKAI 釜抗11分場古川I 1('1111'52. 
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ナデシコ科 Caryoρhyllaccae 

21. ノモノフスマ Stellrwia uliginosa M ml.l1.. var. 1附dulata FILDlClT. et SAγ. 大)11 円前畑

4/\111'51 ， 釜広お子場町:tlll 5/1¥. '52, ;8i屋古川n 16/lX'52. 

22. 内コペ Stellaria 附'edia CYll. 秋 rll叶j 18/V" '52. 

23. ウシハコベ S. aquatica SCO I'.大 }II ロ苗;J:1lI 13/1¥.'51. 

24. ツメクサ Sagina .iaρonica Olnn II~i税制(秋11 1) 3/¥111'51. 

スベリヒユ科 Portulacaceae 

25. スベリヒュ Portulaca deraceae L.大}II 日皆川 4/日，， '51 ，秋「日計:f 18/VU'52, 25ハ'u'53.

斗f ク w ソウ手ヰ Aizoaceae 

25. ザクロ/ウ Mollugo stricta L.七 ir:三割、野町畑 17/ VlIl '49 ， 17/1\.'52, 大) 11 百古川 4/日，， '51 ，

主f:>>ill分場苗焔 5/ìX'52，高屋苗畑 16/)'\ '52. 

ヒユ科 Amaranthσ.ceae 

27. イヌピユ Amaranthus Blitum L.人ー川目一白1:lli 4/1111'51. 

アカザ科 Cheno戸odiaceae

28. アカザ Chenoρodium album L. var. centro問brum MAKINO 大川川苗畑 13/)x'51，秋同市

25ハ1[ '53.
タデ科 Polygonaceae 

29. ェグノギシギシ Rum3X obtus if ol i llS L. 大)11 庁首対11 4(¥111 '51，秋 f I!汁:f 25!vn' 53. 

30. イヌタデ Polygonum Blumei Mm~x. 大)11rI Wi):lil 4/四 '51.

31. オオイタドリ P. sachalinense F. SCITM. 大)11 n TⅠ:llI 4/¥1)['51. 

32. ヤノネグサ P. niρρonense MAKIX(} 釜加除場I'MIU 1l/¥lI!'53. 

ヤナギ1斗 Salicaceae

33. イヌコリヤナギ Salix integra Tll (1XB. 大) 1 川古川U 4/1111 '51. 

ヅユケサ科 Commel i naceae 

34. ツユクサ Commelina communis L. 大) 11 目!'(i ):111 4/11Il'51. 

カヤツリグサ科 Cy戸eraceae

35. ヒナガヤツリ Cyρerus ha.konensis F r:ANCH. 材〈fT117川 17/IX '51. 

36. ヒンジガヤヅリ Liρocar〆四 microceβhala KlJN'J' lf. 大)11 f=1 古川[j 4/1111'51. 

37. :1く明種

イネ科 C知mineae

38. メヒシパ Digitaria ciliaris PEll日.本荘苗畑 25/Vlf'49. 大)11 日 TIi畑 4/日目 '51.秋田TIJ 25/¥1['53. 

39. スズメノカタピラ Poa ann1l騁 L. 秋岡市 25/VII'53.

40. ヌカキピ Panicum bisulcatum THlINI1. 大 }III r 古川 I1 4/四1'5 1.

41. オすニワホコリ Eragrostis Niwaho.kori HOXJlλ 大 )11 日苗畑 4/1111'5 1.

42. ";(カボ Agrostis jl;fatsll仰げae H，\CK. 大)1 IIT�'MIII 4/日11'51，釜山ゆ均百畑 11/川1'53.

43. コウボウ H ierochl oe odorata BEA 11γ. 大川川 -~1州11 4/1111'51. 

44. コフ守ナがサ Arthraxon hisρidus MA KIXO ~淵分場古畑 11(i 111 '53. 

45. アシボソ Microstegium vimineum A. CAMUR. 釜山分場i1i 1:1U 11/川1'53.

ウラボシ科 Polypodiaceae

46. ヒメシ〆 Dryoρleris thel yρteris A. GrrA Y. 大川川I'i'ï畑 4/\111'5 1.

47. ワラピ Pteridium aqu山num KlJIIN. 主主淵分J;!;)il'í州 11 5/IX'52. 

トクサ科 Equisetaceae 

48. スギナ Equisetum arvense L. ~を V::I分場古川I1 11/ 川11'53.

ゼニゴケ科 Marchantiaceae

49. ヒメジヤプケ Conoceρhalus suρ仰のco附戸ositus STEPH. 大)111 [苗畑 4/日11'51 ， j本台古川1117/IX'51.

50. 蘇:仙の 1 種大)1 1 目 I!'i J:l1I 4/IUI'51. 

上j、 kの寄主植物は 25 科 35 属 50 種績に.iliする。

注・ i'1î畑の所在地
代野苗知11... .歓田県北秋口 Ifrß長木村 大) 11 目前畑 . .秋川県北秋凹郡山瀬木、I 下内沢首畑... . 

秋田県北秋1f1初日矢立村 林台苗畑... .f:火山県北秋田郡下小阿仁村 高屋前向J]... .秋川県仙北部
中川村 本荘苗刈II 秋川県由利部本lfllJ 七五三掛~lýJ白川11... .秋川県川辺郡舟岡村 |出 I)~

苗畑.， ..秋11ド思雄勝間院内町 新町苗;J:1ll... .山形県最上郡真室)11町 釜初:1分弘首畑ーー・山形県

最上郡及位Æ'、Jï林試釜淵分場j:{lj内




